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【事業所概要（事業所記入）】

事業所番号

法 人 名

事業所名 ユニット名 １F

〒３０５－０８６１

茨城県つくば市谷田部３３９３－１

自己評価作成日 平成２７年１０月１７日
評価結果

市町村受理日

※　事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報
リンク先ＵＲＬ

【評価機関概要（評価機関記入）】

評価機関名

所 在 地

訪問調査日 平成２７年１２月１８日
評価機関
決 済 日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

　全職員が常に理念を念頭におき、地域の一員としての交流や楽しみを持ちながら、穏やかな生活
が送れるように支援している。
　市のペタンク大会や地域の祭り、パチンコ店でのパチンコ体験、事業所敷地内にあるピザ窯や
バーベキュースペースを使用した屋外活動を活発に行っている。
　居間や廊下には、利用者の作品である絵葉書や切り絵、書道や折り紙等、季節感のある作品を掲
示している。
　キャラバンメイトの資格を持つ職員が３名おり、地域包括支援センターと協力し認知症サポー
ターを養成したり、代表者は「認知症よろず相談所」を設置して地域の高齢者やその家族の相談に
応じる等、地域に密着した事業所となっている。

所 在 地

〒310－8586
水戸市千波町１９１８番地　　茨城県総合福祉会館内

http://www.kaigokensaku.jp/08/index.php?action_kouhyou_detail_2011_022_kihon
=true&JigyosyoCd=0872000948-00&PrefCd=08&VersionCd=022

社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

平成28年5月31日

思いやりと笑顔、一人ひとりの生き方を大切にし、地域交流に参加する！を理念に利用者が穏やか
でその人らしい生活を送れるよう職員全員で取り組んでいます。地域の一員として自治会に入会
し、毎年地区のお祭りなどに参加、施設行事への参加の声かけをし、地区の方々とのふれあう時間
を大切にしています。また、利用者の楽しみの一つとして暖かい日には日光浴や散歩をし気分転換
をしたり、毎月さまざまなレクを企画し季節を感じる食物を使ってのおやつ作り、製作物など行
い、またドライブ、買い物、食事など外出も度々でかけたりしています。年に２回家族参加の行事
を行い家族同士の交流の場を設け、職員手作りのピザ釜、バーベキュースペースを利用して、サン
マを焼いたり、けんちん汁を作り振る舞うなど、活動の幅を広げています。

平成28年5月26日

グループホーム　たんぽぽ

０８７２０００９４８

株式会社　キュート

自己評価及び外部評価結果

作成日　　平成２８年５月２６日

http://www.kaigokensaku.jp/08/index.php?action_kouhyou_detail_2011_022_kihon=true&JigyosyoCd=0872000948-00&PrefCd=08&VersionCd=022
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2 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

Ⅰ　理念に基づく運営

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏
まえた事業所理念をつくり、管理
者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら
暮らし続けられるよう、事業所自
体が地域の一員として日常的に交
流している

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上
げている認知症の人の理解や支援
の方法を、地域の人々に向けて活
かしている

○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り組
み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス
向上に活かしている

　運営推進会議は市職員や区長、民生委員、交番所
長、近隣企業の代表、事業所の代表で３ヶ月に１回開
催しているが、市職員や地域の代表が参加し易いよう
に平日に開催しているため、家族等の参加は難しく
なっている。
　会議では事業所の運営状況や地区のイベントについ
て、事業所と地域で協力出来るよう打ち合わせをして
いる。

　家族等も出席でき
る様に、日程調整や
働きかけを工夫する
事を期待する。

外　部　評　価

　職員の意見を取り入れ、地域密着型サービスの意義
を踏まえた事業所独自の理念を作成し、玄関や各ユ
ニットの居間に掲示したり、パンフレットに掲載して
いる。
　特に「地域の人たちとの交流に参加します」という
理念に、代表を含め事業所全体で力を入れ、地域との
交流について各ユニットで意見を出し合い実践をして
いる。

　自治会に加入し回覧板の受け渡しをしている。散歩に出
掛けた際に地域の方々と会話をしたり、ごみや空き缶拾い
をしている。
　市のペタンク大会や地域の祭り、パチンコ店でのパチン
コ体験、事業所敷地内にあるピザ窯やバーベキュースペー
スを使用した、屋外活動を活発に行っている。
　幼稚園児や中学校の職場体験、専門学校生の実習や演芸
ボランティアが来訪し、利用者と交流を図っている。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

運営推進会議は、区長、地域の
方、ご家族、市職員などに参加
いただき、３ヶ月に一度開催し
ている。会議の中で利用者さん
の状況や、事業所の取り組み状
況などを報告し、意見交換を行
いサービス向上に努めている。

1 1

2 2

3

4 3

自治会に入会し、地域のボラン
テイア活動など参加させていた
だいている。事業所の行事など
の呼びかけも回覧板を利用し伝
えている。散歩に出た時など、
地域の方と挨拶や世間話など交
わし、地域に溶け込んだ暮らし
をしている。

運営推進会議時、話し合いをし
たり、よろず相談所としても地
域の人からの相談を随時受けて
いる。

玄関、フロアーに理念を貼り出
してある。　　『地域の人たち
の交流に参加します」の理念を
掲げ、地域イベントへの参加、
施設行事への参加案内を配るな
ど、地域の方々と交流を深めて
いる。
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3 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を
密に取り、事業所の実情やケア
サービスの取組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取
り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定
地域密着型サービス指定基準及び
指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象とな
る具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでい
る

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防
止法等について学ぶ機会を持ち、
利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注
意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と
活用

　管理者や職員は、日常生活自立
支援事業や成年後見制度について
学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用
できるよう支援している

　毎月開催するつくば市地域密着型サービス事業所連絡会
へ管理者が参加した際に、市職員と情報交換をしたり、事
業所の状況を伝えている。
　地域包括支援センターからの依頼で「認知症よろず相談
所」を開設するなど、協力体制を築いている。
　認知症キャラバンメイトの有資格職員が３名おり、地域
包括支援センターと協力して「認知症サポーター養成講
座」を開催している。

　契約書に身体拘束はしない事を明記するとともに、職員
トイレにポスターを掲示して常に意識するよう心がけてい
る。
　つくば市地域密着型サービス事業所連絡会での「身体拘
束についての勉強会」に事業所職員も参加し、参加できな
かった職員には、カンファレンスで伝達研修を行ってい
る。
　玄関はチャイムを設置して開錠しているが、１階から３
階の入り口は安全面を考慮し、家族等の了承を得て施錠し
ている。
　利用者の希望があればその都度解錠している。
　やむを得ず身体拘束をする際には、家族等にその都度同
意を得るとともに、経過観察記録をもとに介護計画の検討
をしている。

7

8

高齢福祉課との連携、地域密着
型サービス連絡会へ参加し、行
政からの情報を得るとともに、
意見交換を行い協力関係を築い
ている。

身体拘束について、事業所のカン
ファレンスで話し合ったり、勉強会
に参加したりし、理解を深めてい
る。事業所内には、トイレ壁に、ポ
スターを貼り職員全員がいつでも意
識できるよう取り組んでいる。1Fは
入り口にセンサーを取り付け利用者
の出入りに気をつけている。外に出
てしまっても止めたりせずに見守
り、本人の思いを尊重するよう心掛
けている。

虐待について事業所のカンファ
レンスで話し合いをし理解を深
め、職員全員で注意を払い、防
止に努めている。

今年は、学ぶ機会がなかった。

5 4

6 5
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4 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の
際は、利用者や家族等の不安や疑
問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意
見の反映

　利用者や家族等が意見、要望を
管理者や職員並びに外部者へ表せ
る機会を設け、それらを運営に反
映させている

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関す
る職員の意見や提案を聞く機会を
設け、反映させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の
努力や実績、勤務状況を把握し、
給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働ける
よう職場環境・条件の整備に努め
ている

　玄関には意見箱の設置と、苦情相談受付窓口を掲示し
ている。
　年２回家族会を開催するとともに、年１回記名式の家
族アンケートを実施し、出た意見等をカンファレンス時
に職員で話し合っている。
　「ＡＥＤ」の設置要望を受けて設置したり、「職員の
名前と顔が一致しない」とのことで、職員の顔写真と名
前を掲示したが、もっとわかり易いようにとの意見か
ら、現在検討中である。
　利用者からは日常の会話や仕草から要望を汲み取るよ
うにしている。

　管理者は日頃から何でも話し易い雰囲気づくりを心が
けるとともに、月１回のカンファレンスで意見等を聞い
たり、職員が要望や提案を自由に記入できる用紙を作成
するなど、工夫している。
　代表者は休憩時間の喫煙所などで、職員と会話する時
間を設け、問題点が無いかなどを確認している。
　家庭の事情等で勤務体制の調整が必要になった場合
は、代表者と管理者で出来る限り希望にそうよう考慮し
ている。

契約時、解約時、利用者、ご家
族と話し合いを持ち、不安、疑
問を尋ね十分な説明を行い理
解、納得を図っている。

意見箱の設置や、独自に事業所
でアンケートを作り職員、事業
所に対しての評価をしていただ
き、ご意見、要望なども伝えて
頂いている。来所持、会議出席
時、来電時、いつでも意見を聞
くよう心がけ運営に役立ててい
る。

随時、話し合えるような雰囲気
作りに心がけている。職員全員
で行うカンファレンスでも意見
を聞くようにしているが、直接
意見を言い難いことがないよう
に、ユニットリーダーが意見を
聞きこともある。意見箱の設置
もしている。

11 7

12

9

10 6

定期的に賃金の見直しを行って
いる。
職員が向上心を持てるよう役割
給や、研修時、資格取得時の費
用補助などもある。
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5 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人ひ
とりのケアの実際と力量を把握
し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニン
グしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業
者と交流する機会をつくり、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをして
いる

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に
努めている

17

15

16

13

14

研修や、勉強会の通達をし、案
内を目に触れるところに掲示す
るなど、職員の力量に応じ参加
を促している。

家族が、困っていること、不安
なこと、要望などをよく聞き出
来るだけ希望にそえるよう丁寧
な対応を心がけている。

本人、家族が不安に思っている
こと、困りごと、要望を聞き希
望に沿った支援に努めている。

利用者の様子を観察し、話をよ
く聞き、一緒に考えながら少し
ずつたんぽぽの生活に慣れてい
ただけるように努めている。

つくば市地域密着型サービス連
絡会主催する勉強会に参加し、
事例の検討をしたり、意見交換
しながら、職員の意欲、意識を
高めサービスの向上につなげて
いる。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を介護される一方
の立場に置かず、暮らしを共にす
る者同士の関係を築いている

○本人と共に支え合う家族との関
係

　職員は、家族を支援される一方
の立場に置かず、本人と家族の絆
を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

○馴染みの人や場との関係継続の
支援

　本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や場所との関係が途切
れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一
人ひとりが孤立せずに利用者同士
が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了し
ても、これまでの関係性を大切に
しながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支
援に努めている

　利用者の家族等や親戚、入居前の知人などが来訪し易
いよう食堂や居室、庭など好きな場所で寛げるよう促し
たり、事業所の行事に誘って一緒に楽しんでいる。
　週２回職員が買い物に行く際は、利用者も一緒に出か
けて馴染みのスーパーで嗜好品等を自由に選べるように
支援しており、購入した物は個人記録に記載し、家族等
との情報交換や介護計画の見直しに反映している。
　電話で連絡を取りたいと希望があった際には支援して
いる。

21

22

19

20 8

18

他フロアーの利用者同士行き来
し、散歩や、製作活動を共にし
関わりを持っている。本人の気
持ちを大切にし、それぞれが気
持ちよく過ごせるよう支援して
いる。

ご家族、本人の状況を理解、把
握し、その人にあった対応の仕
方、病院、施設の紹介など支援
に努めている。

病院の受診や、利用者さんの買い物
など基本的にはご家族に協力をお願
いし、施設に定期的に来ていただい
ている。ご家族の都合が悪い場合は
施設職員がその都度対応している。
電話の利用はいつでも出来、施設行
事の参加案内など家族と過ごす時間
を大切にしている。

出来ることを職員と一緒に行っ
て入る。それぞれに合った活動
をができるように心がけてい
る。（調理、洗濯物たたみ、散
歩、買い物など）

気軽に面会に来やすい雰囲気を
心がけ、電話の使用、行きたい
場所への支援など、本人の思い
を大切にしている。
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Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向の把握に努めている。
困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活歴や馴染みの
暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努
めている

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、
心身状態、有する力等の現状の把
握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニ
タリング

　本人がより良く暮らすための課
題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディア
を反映し、現状に即した介護計画
を作成している

　介護計画は利用者や家族等の意向をもとに、主治医
や訪問看護師、個人記録、職員からの意見等を取り入
れて介護支援専門員が作成し、家族等へは郵送して確
認と捺印後返送して貰っている。
　介護計画の見直しは、最長で年１回としているが、
心身の状態に変化があった際には、その都度見直しを
している。

25

26 10

　契約時に利用者や家族等から生活歴を聴き取るほ
か、日常生活での会話や表情、行動等から思いや意向
の把握に努めている。
　ペタンク大会への参加やパチンコ体験、習字や切り
絵、折り紙等利用者一人ひとりの意向にそった趣味活
動が出来るように支援している。
　遠方の自宅に荷物整理に一時帰宅したいという希望
があり、家族等と相談した結果、事業所の車で職員が
同行し一時帰宅をした。

23 9

24

温度表、経過表、業務日誌など
に各人の現状を記録し、その日
の状態や様子などを申し送り、
変化に対し早急に対応できるよ
うに努めている。

本人の希望にそえるよう、話を聞
き、様子や思いを、記録に残して把
握に努め、職員間で意見交換してい
る。

ご本人、ご家族からの聞き取
り、入所時のケアマネからの情
報、入所後の本人の会話などか
らこれまでの生活や、馴染みの
暮らしかたの把握に努めてい
る。

本人の日々の暮らしを記録し、
介護計画に反映しているが、
チームとしての話し合いが出来
ていなかった。
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○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結
果、気づきや工夫を個別記録に記
入し、職員間で情報を共有しなが
ら実践や介護計画の見直しに活か
している
○一人ひとりを支えるための事業
所の多機能化

　本人や家族の状況、その時々に
生まれるニーズに対応して、既存
のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り
組んでいる

○地域資源との協働

　一人ひとりの暮らしを支えてい
る地域資源を把握し、本人が心身
の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう
支援している

○かかりつけ医の受診支援

　受診は、本人及び家族等の希望
を大切にし、納得が得られたかか
りつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるよ
うに支援している

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中
でとらえた情報や気づきを、職場
内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切
な受診や看護を受けられるように
支援している

　利用者や家族等が希望するかかりつけ医等への受診を可能と
し、その際は家族等の付き添いを基本としているが、家族等が付
き添えない場合や同伴の希望があれば、職員も付き添っている。
　協力医療機関の医師による訪問診療や訪問看護師の来訪時には
職員が立ち会い、家族等に郵送で状況報告をしている。
　緊急時には電話で訪問看護師に支持を仰ぐこともあり、適切な
対応が出来ている。
　全ての診察内容は個人記録に記載し、全職員で共有している。

28

27

日々の様子、変化を個人ごとに
経過表に記録し情報の共有に努
めているが、個々の認識にとど
まることが多く、介護計画の見
直しに活かしきれていない。

利用者の家族に代わり通院支援
を行うほか、リハビリの通院な
どにも必要に応じて対応する準
備は出来ているが、今は該当す
る利用者はいない。

30 11

31

29

近くのスーパーに買い物や、食
事に行ったり、近所の理髪店の
利用など、利用者さんの希望に
応じて対応し、気分転換を図り
ながら楽しみを見つけ生活して
いただいている。

本人、ご家族の希望する医院を
受診している。受診の際は、状
況の変化を報告し、適切な医療
を受けられるよう支援ている。

訪問看護を週一で利用し、看護
ファイルを用意し、体調に変化
があれば記入し申し送り、相談
や指示を仰ぎ適切な受診や看護
が受けられるよう支援してい
る。緊急時や夜間も利用してい
る。
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○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して
治療できるように、また、できる
だけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努
めている。又は、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の
共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり
方について、早い段階から本人・
家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しなが
ら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでい
る

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備
えて、全ての職員は応急手当や初
期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避難で
きる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築い
ている

　年２回の避難訓練の内、１回は夜間想定で消防署立ち
会いのもと、もう１回は自主避難訓練をしており、天候
により実施出来ない時は、防災ビデオによる勉強会を開
催している。
　近隣地区住民の緊急支援名簿を入手し、災害時には協
力いただく体制を整えている。
　事業所にはスプリンクラーや防火シャッターを設置
し、隣接する２４時間体制の企業と人手や避難場所の面
で協力関係が整っている。
　飲料水やレトルト食品、缶詰、おむつ等の備蓄はして
いるが、一覧表を作成して管理をするまでには至ってい
ない。

　備蓄品は賞味期限
や数量を一覧表で管
理する事を期待す
る。

　重要事項説明書に「重度化した場合における対応お
よび看取りに関する指針」を明記し、利用者や家族等
に説明と同意を得るとともに、事業所全体で勉強会を
実施し、意識の共有を図っている。
　体調の急変等で医療的判断を仰ぐ場合は、主治医に
相談助言を求めながら、今後の予測と方針について段
階毎に家族等に看取りの意思確認を行うこととしてい
る。

34

35 13

32

33 12

年に数回利用者、職員全員で避
難訓練を行い、きづいた点を出
し合い、安全に避難出来るよう
に改善している。自治会を通し
て地域の方々にも協力のお願い
をし了承を得ている。

入院の際は定期的に面会し、状
態や様子を確認している。、医
師や、看護師などとも情報交換
をしより良い関係作りに努めて
いる。

重度化した場合や、終末期のあ
り方について、本人、家族と話
し合い、家族の意向や、主治医
の意見を確認しながら、方針を
共有し支援に取り組んでいる。

年に１度は職員全員で救命講習
会を受けており、急変事や事故
発生時に備えてマニュアルを作
成し壁に貼り慌てず対応できる
ようにしている。
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Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

○一人ひとりの人格の尊重とプラ
イバシーの確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇
りやプライバシーを損ねない言葉
かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定
の支援

　日常生活の中で本人が思いや希
望を表したり、自己決定できるよ
うに働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先す
るのではなく、一人ひとりのペー
スを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支
援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやお
しゃれができるように支援してい
る

　職員は利用者一人ひとりの人格を尊重し、言葉遣いや
呼び方に配慮するとともに、トイレ誘導は小声でし、終
始見守りが必要でも居室で過ごしたい場合には、ドアを
開放して暖簾を掛け、様子を確認しながらもプライバ
シーが確保できるよう支援している。
　写真等個人情報を使用する際の同意書を利用者や家族
等から得ている。
　個人情報を含む書類が、カーテンで仕切られた棚に保
管してあり、カーテン開放時に受付窓口や事務室入り口
から利用者名が見えることから、プライバシーを確保す
るまでには至っていない。

　個人情報を含む書
類の保管方法につい
て、早期改善に努め
る事を期待する。

38

39

36 14

37

ご自分で洋服を選んだり、身だ
しなみやおしゃれをすることが
難しいため、職員が介助で行っ
ている。

職員の都合を優先したりせず、
一人ひとりのペース、気持ちを
大切にし、無理強いせず、希望
に添った毎日が送れるよう支援
している。

言葉使い、態度、接し方に気を
つけ、訪室の際の声掛け、ドア
の開閉など、プライバシーを尊
重した対応を心がけている。見
守りが必要だが、居室で過ごす
時間が多い利用者には、のれん
を使用しドアを開放している。

日常の会話を大切にし、利用者
さんが思いを話しやすい雰囲気
作りに心がけている。言葉遣い
や、話す速度なども気をつけ自
己決定できるよう各人に合わせ
対応している。
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○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよ
う、一人ひとりの好みや力を活か
しながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分
量が一日を通じて確保できるよ
う、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じない
よう、毎食後、一人ひとりの口腔
状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減
らし、一人ひとりの力や排泄のパ
ターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている

　職員は利用者毎の排泄チェック表を作成し、排泄パ
ターンを把握しながら、一人ひとりのタイミングに合
わせてトイレ誘導をするとともに、利用者の様子によ
り、トイレでの排泄を促している。
　昼間は出来るだけトイレでの排泄を支援し、夜間は
安全面を考慮して、居室でのポータブルトイレの使用
や尿器、紙おむつを使用することもある。

　カロリー計算や利用者の好みなどを配慮した食材が、
献立表と一緒に宅配業者から届き、ユニット毎に職員が
調理している。
　利用者は食材の皮むきや切る作業に参加し、食堂の
テーブルで行うことから、見ている利用者も一体感を得
ることが出来る。
　職員は利用者と同じテーブルで同じ食事を摂り、見守
りをしながら楽しい食事になるよう支援している。

43 16

40 15

41

42

食材の皮むき、もやしの芽取り
など出来ることを一緒に行い、
何が出来るのかどんな味付けが
いいのか話しながら食事が楽し
みになるよう支援している。食
後は、食器やテーブルを拭いた
りと出来ることを自分なりに手
伝って下さる。

各人の温度表に摂取量の記録をし、
必要な水分量が取れているか把握し
ている。食材会社を利用しており、
量やバランスなども管理していただ
いている。、体調の変化や各人の希
望に対応しおかゆや、刻み食、とろ
みをつけるなど一人ひとりに応じた
支援をしている。

食後、職員が声かけし口腔ケア
を行っていただいている。一人
では難しい方は職員が付き添
い、声かけしながら出来る限り
自分で磨いていただきうまく出
来ない部分は職員が介助してい
る。入れ歯のかたは、夜間洗浄
液を使用し清潔保持に努めてい
る。
各人の排泄ﾊﾟﾀｰﾝを把握し、支援
の必要な利用者には時間をみて
声掛けや誘導、転倒の危険性が
ある利用者には、ポータブルト
イレを設置するなど利用者様の
機能を生かす支援を行ってい
る。
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○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働き
かけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミング
に合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた
入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその
時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や用量につい
て理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過
ごせるように、一人ひとりの生活
歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援を
している

　入浴は週３回午後を基本としているが、利用者の体
調の変化や希望があった際には、随時対応できる体制
となっている。
　入浴を拒む利用者には無理強いはせず、時間や担当
者を替えて誘導している。
　入浴剤を変えたり、菖蒲湯や柚子湯で季節感を取り
入れ、入浴が楽しめるように工夫している。

47
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45 17

46

44

体操を日課とし、水分量に気を
付けている。野菜や乳製品も摂
取できるよう気を付た食事を提
供している。便秘気味の方に
は、医師に相談し、内服薬で調
整できるよう支援している。

入浴曜日は決めてあるが、個人
の体調や希望にあわせ入浴でき
るようその都度対応している。

利用者、ご家族と相談し、安全
で安心に眠ることが出来るよう
居室の温度調節や寝具の洗濯を
こまめに行い、ベットを使用し
ているが、希望があれば畳に布
団など個人にあった寝具を使用
していただくよう支援してい
る温度表で服薬の漏れがないようチェック
をしている。服薬していただく時は、職
員、利用者さんともに名前、日付を確認
後、服薬していただくよう気をつけてい
る。個人の服薬している薬のファイルを
作成し、いつでも確認できる状態になっ
ており、往診時にも体調の変化にあわせ
主治医に相談できるよう記録している。
職員室には、参考書を用意し薬について
理解を深め支援している。

利用者一人ひとりの持っている
力に合わせ役割分担をしてい
る。家事、（野菜切リ・テーブ
ル拭き・食器拭き・洗濯干し
たたみ）習字、カルタ、ボー
ル・　風船などを使い軽い運
動、各人にあった楽しみを見つ
け気晴らしの支援をしている。



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう
支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の
希望を把握し、家族や地域の人々
と協力しながら出かけられるよう
に支援している

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つこと
の大切さを理解しており、一人ひ
とりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援して
いる

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電
話をしたり、手紙のやり取りがで
きるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居
間、台所、食堂、浴室、トイレ
等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

　共用空間は適正な温度や湿度、採光が調整されてお
り、トイレや浴室、キッチン等の清潔も保たれてい
る。
　居間には観葉植物や鉢植えの花が飾られ、利用者が
水遣りをすることで、植物の成長が楽しみの一つとな
り、季節感を味わっているほか、可動式の畳やソ
ファーを配置して休息の場となっている。
　廊下には季節毎のイベントの写真や作品が、利用者
の目線の高さに展示してあり、話題のきっかけになっ
ている。

　天気の良い日には、事業所の庭に出て日光浴をした
り、バーベキュースペースやピザ釜を利用したバーベ
キューやピザ、けんちん汁を作るほか、週２回職員が
買出しに行く際に、利用者も一緒に買い物に出かけて
いる。
　初詣や花見、ドライブなどに出かけ、季節を感じら
れるよう工夫している。
　利用者が希望する外出に職員が対応出来ない場合に
は、家族等に意向を伝え、協力を得ながら実現出来る
ように支援している。

51

52 19

49 18

50

今現在はいないが、電話や、手
紙を出したいと希望する利用者
がいれば対応する。

トイレや、洗面所、居室など、
分かりやすいように名札などを
貼っている。日常過ごしている
ホールは、季節ごとに飾りつけ
を変え、植物を置き、イベント
時の写真、製作物を飾り、光、
音、温度など常に意識し利用者
さんの意見を取り入れ配慮して
いる。

お金を所持管理することが難し
いので、職員同行し買い物を一
緒に行っている。

天気の良い日は出来る限り、外
出希望者を、日光浴、散歩、ド
ライブ、買い物などに連れ出し
ている。利用者の特別の希望が
あれば、家族に相談し希望が叶
うよう支援している。



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○共用空間における一人ひとりの
居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い
思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、
本人や家族と相談しながら、使い
慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全
な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの「でき
ること」や「わかること」を活か
して、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫してい
る

　居室にはエアコンやベッド、整理箪笥が備え付けら
れている。
　利用者は仏壇や使い慣れた椅子、座布団、化粧台等
を持ち込んだり、家族の写真や思い出の品々を飾り、
居心地良く暮らせる空間作りをしている。
　利用者の希望や状況に応じて、模様替えの支援もし
ている。

55

53

54 20

転倒、怪我につながるようなも
のを置かない、歩行の状態に
よって、杖、シルバーカー、歩
行器など本人の使いやすい物を
使用している。夜間、ポータブ
ルトイレを使用するなど自立し
た生活が送れるように工夫して
いる。

仏壇や、使い慣れたこたつ、化
粧台などご本人の好みのものを
持ち込んでいただき、居心地よ
く安心して過ごせるよう支援し
ている。

食卓テーブルで会話したり、レ
クを楽しんだり、ソフーに座り
テレビを見たり、利用者それぞ
れが好きなように過ごせてい
る。
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Ⅴ　アウトカム項目

○ 1,ほぼ全ての利用者の

　 2,利用者の2/3くらいの

3,利用者の1/3くらいの

4,ほとんど掴んでいない

○ 1,毎日ある

2,数日に１回程度ある

3,たまにある

4,ほとんどない

　 1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

○ 3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての家族と

2,家族の2/3くらいと

3,家族の1/3くらいと

4,ほとんどできていない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

62

63

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている。
（参考項目：9,10,19）

56

57

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

58

59

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）
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1,ほぼ毎日のように

2,数日に１回程度ある

○ 3,たまに

4,ほとんどない

1,大いに増えている

○ 2,少しずつ増えている

3,あまり増えていない

4,全くいない

○ 1,ほぼ全ての職員が

2,職員の2/3くらいが

3,職員の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての家族等が

2,家族等の2/3くらいが

3,家族等の1/3くらいが

4,ほとんどいない

68

66

67

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思う。

64

65

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業所の
理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）



（様式４）

事業所名 グループホーム　たんぽぽ　

作成日　 平成２８年５月３１日　　　

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点、課題

目　　標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

目標達成に
要する期間

1 4

運営推進会議は3ヶ月に1
度開催しているが、平日
の日程が多いためか家族
の参加が少ない。ほぼ毎
回メンバーが同じである

家族等も出席出来る
様日程調整や働きか
けを考える

ご家族が出席しやすいよう
に各ご家族に出席しやすい
曜日の確認や、調整をはか
る １ヶ月

2 35

備蓄品はあるが、品物、
数量、賞味期限が一目で
わかる一覧表がないため
在庫管理がきちんと出来
ていない

品物、数量、賞味期
限把握のための一覧
表を作成する。

備蓄用倉庫を整理整頓し、
品物、数量、賞味期限把握
のための一覧表を作成す
る。 １ヶ月

3 36

個人情報を含む書類（ケ
アプラン、緊急用ファイ
ル，保険証など）棚、書
類ケースに保管している
が鍵がかからないため情
報管理が徹底出来ていな
い

個人情報含む書類の
保管方法の早期改善
をはかる

ケアプランなどの書類など
カーテンで仕切った棚に保
管しているが、キャビネッ
トなど、鍵が掛かる書庫を
用意し保管するようにする ２～３ヶ月

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

　　目　標　達　成　計　画
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